





















































生産活動を行ううえで必要な管理点（Version5.1 の野菜・果樹認証）を 218 項目設けており、食

































クル可能なパッケージを製品属性のひとつとして提示した研究が存在する（Sriram and Forman 
1993）。この研究では、アメリカとオランダの消費者を比較し、アメリカの消費者は、パッケージ
がリサイクル可能であることを重視していることを示している。第三に、環境にやさしいパッケー
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3．調査仮説の設定
本研究の調査仮説においては、農産物のパッケージ上に表示する情報を「産地表示」と、「契約


















オンラインにおける消費者実験調査を実施した。調査期間は 2018 年 3 月 15 日～20 日、回答者数
は 445 名であった。事前調査において、回答者を「普段、家庭内において、加工されていない野





購買意図（カード A の野菜を購入したい／カード B の野菜を購入したい／どちらも選択しない）
を回答する方法で実施した。回答者数 445 名（計 3560 セット）から、「どちらも選択しない」と
回答された 30 ペアを除き、3530 ペア（有効回答率 99.2％）を研究対象とした。この 3530 ペア














産地表示（1：あり 0：なし）  .929 2.531 2.269 2.823 .000
契約農家表示（1：あり 0：なし）  .560 1.751 1.570 1.952 .000
QR コード表示（1：あり 0：なし）  .127 1.136 1.022 1.262 .018
価格（1：高、0：低） -.038  .963  .960  .965 .000
注： 従属変数：購買意図（1：あり 0：なし）、産地表示、契約農家表示、QR コード表
示、価格を独立変数として、強制投入した二項ロジスティック回帰分析を実施した。
分析結果から、「産地表示」（OR：2.531, 95％ CI：2.269-2.823, p<.01）、「契約農家表示」（OR：
1.751, 95％CI：1.570-1.952, p<.01）、（OR：1.136, 95％CI：1.022-1.262, p<.05）、（OR：0.963, 






オンにおける PB 農産物の購買経験（多い・少ない）」を含めた 3 変数とした。これら総当たりの
カイ二乗検定の結果から、「契約農家表示×性別」（χ2=.088, df=1, n.s.）、「契約農家表示×年代」
（χ2=.608, df=1, n.s.）、「契約農家表示×購買経験」（χ2=.989, df=1, n.s.）、「QR コード表示×性別」










































（ 1 ） 消費者庁ホームページにおいて、「倫理的（エシカル）消費とは、消費者それぞれが各自に
とっての社会的課題の解決を考慮したり、そうした課題に取り組む事業者を応援しながら消
費活動を行うこと。2015 年 9 月に国連で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の 17 の
ゴールのうち、特にゴール 12 に関連する取組」であることが示されている。
（ 2 ） 消費者行動研究の視点から行われている倫理的消費研究の多くは、合理的行動理論（TRA: 
Theory of Reasoned Action）（Fishbein and Ajzen 1975）および計画的行動理論（TPB: 
Theory of Planned Behavior）（Ajzen 1985, 1991）をフレームワークとして用い、購買意図
を成果変数としたものが多い。





（ 4 ） オーガニック野菜を対象とした倫理的消費の代表的な研究として、Sparks and Shepherd
（1992）がある。






（ 7 ） 2020 年の東京五輪は持続可能性に配慮した運営計画が立てられており、農産物の調達基準と
して、ASIAGAP または GLOBALG.A.P. の認証を受けていることを義務付けている。
（ 8 ） GAP 普及推進機構／ GLOBALG.A.P. 協議会が公表している 2019 年 3 月現在の認証経営体
数は、世界で約 207,600 経営体、わが国では約 200 経営体にとどまっている。
（ 9 ） 食品表示基準第 18 条
（10） GAP 普及推進機構／ GLOBALG.A.P. 協議会「GLOBALG.A.P. 基準文書バージョン 5.1 版
【一般規則】」
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